
健康なくして安全なし
〜タバコを止められない社員に寄り添う〜
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社員 約２５００名
車両 約１０００台



１会社概要〜外国籍パートナーも多数在籍
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２運輸業界の健康起因事故発生状況
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（出典資料提供：国土交通省）



２運輸業界の健康起因事故発生状況〜1分前に意識なし
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2024年5月11日発生
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２運輸業界の健康起因事故発生状況〜1分前に意識なし

2024年5月11日発生



２運輸業界の健康起因事故発生状況〜退職理由No.１健康

9（出典：弊社統計（2026年）
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２運輸業界の健康起因事故発生状況〜退職理由No.１健康

（出典：弊社統計（2026年）



３現状把握〜日の丸の不健康な現実（2020年社内誌）
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３現状把握〜仲間の悲しい事例
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Aさん：脳梗塞で半身不随
お嬢さんとファミレスで食事中に崩れるように倒れ、救急搬送
された病院で治療を受けたものの半身不随に

Bさん：くも膜下で死亡
乗務中具合悪くなり、車内で意識朦朧として救急搬送
された病院で死亡

Cさん：年末、待機中に足が痺れ始めたがお客様を乗車させた後、
営業所に戻り、車両に衝突、リハビリ中

Dさん：空車で高速道路走行中、縁石、ガードレールに衝突、はね
返されて、前を走行中の車両に接触し、左側壁に衝突停止
救急搬送された病院で高濃度酸素室に入院二週間予定



４健康サポート〜開始は10年前から
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４健康サポート〜健康経営に取り組み始めた趣旨

14

タクシー業界は高齢者が最前線で活躍しており、
安全運転はまずは健康から

もともと弊社は「社員は会社の宝物」との理念を持ち、家族のように大切
にする指針です。これに加え、国土交通省が乗務員の健康管理を重要な
テーマとしていることもあって、健康経営に乗り出しました。

毎年2割近くの社員が生活習慣病などの健康上の問題で退職に至っていまし
た。過剰な脂質摂取による肥満や飲酒などに起因する高血圧や高血糖、さ
らには心筋梗塞や脳卒中など生活習慣病発症に至る負の連鎖を少しでも断
ち切り、定年まで健康に勤務してもらうための取り組みが必要であると考
えていました。



４健康サポート〜様々な企業と提携
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目の
健康

食事

禁煙

睡眠

運動

JINZ DRIVE LENS でドライバーの目と安全を守る

メタボ社員ZEROプロジェクト
3ヶ月「ロカボ」チャレンジ

アミノ酸食品で疲労回復

ニコレットチャレンジ禁煙プロジェクト

快適な睡眠で安全・安心を

食事・休養・運動「測って可視化」健康プログラム

「健康なくして、安全なし」 健康経営に厳しく取り組む企業でありたい



５禁煙施策〜目的を明確にする
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【喫煙者ゼロに取り組む目的】

1. 社員・家族のより一層の健康増進

2. 喫煙者ゼロ宣言を行っている企業としての規範を示す

3. 自治体・企業への禁煙活動サポート企業として認知
 いただく



５禁煙施策〜パートナーの喫煙状況
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喫煙 メタボ 睡眠不足 喫煙 メタボ 睡眠不足

674(-262) 752(-264) 648(-29) 26% 29% 25% 70

2025年 2595 936 1016 677 36.1% 39.2% 26.1% 71.6

2024年 2348 888 902 636 37.8% 38.4% 27.1% 71

2023年 1913 722 824 537 37.7% 43.1% 28.1% 70.8

2022年 1727 674 789 484 39.0% 45.7% 28.0% 70.1

2021年 1632 642 717 455 39.3% 43.9% 27.9% 70

※喫煙者、メタボ、睡眠不足感は減少傾向だが平均体重に変化がみられないため体組成計を活用

≪目標割合設定の根拠≫

喫煙：「2023年厚労省喫煙者割合」　男性25.6％（女性6.9%）

メタボ：「2022年特定保健指導の実施状況」　男性該当者＆予備軍28.9％（女性5.8％）

睡眠不足：「日本睡眠科学研究所2025年睡眠白書」　日本人の睡眠不満者25％

削減目標

　　　　　　　　　　　　　　　日の丸健康目標（過去5年参照）　　　　　　　2025年11月

年・項目 全社員
数値 割合

平均体重



５禁煙施策〜参考になる事例を調べてみました
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〇オーストラリアは
・国家の医療費負担が大きいのは、喫煙による病気（がん、心疾患など）予防＝禁煙が
国家戦略

  国家タバコ戦略2023-2030では、成人喫煙率5％以下を公式目標25%タバコ消費税値上げ
・パッケージの無地化
・タバコ1箱4000〜5000円
・飲食店、カフェ、ビーチ全面禁煙
〇2032年までに「喫煙率12％」達成
 国立がん研究センターの研究
〇経営陣の顔のあるメッセージが大切
・経営層の誰かが吸っているとほぼ施策が進まない大きな原因となる。
・逃げ道のある制度を作らない。
〜吸っていると役員に上がれない〜

〇喫煙後45分以内の人入室禁止
〜有毒物質がでているから〜



５禁煙背策〜法律の勉強もしました
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■対象
・２人以上の人が利用する施設 娯楽 施設など
（例）体育館、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、事務所、美容院

■
規制内容
・屋内の喫煙室は、喫煙専用室また は指定たばこ 専用喫煙室の 要件 を満たす
事
・屋外は規制の対象外。 ただし、喫煙 場所をつくる場合は、受動喫煙 を生じさせ
ることが ない場所 とする 。

◎2020年４月１日から規制を適用
◎受動喫煙の年間死亡者⇒1万５千人

改正健康増進法

東京都受動喫煙防止条例進法

タバコを吸う人の周りの人が病気になる 肺癌 虚血性心疾患

喫煙行為を「マナー」から「ルール」にする



５禁煙施策〜禁煙宣言書案も作成してみました
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５禁煙施策〜何ができるか考えてみました
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Working Teamによる活動案(赤字は実施できたもの）

・毎月1回の会議を開催
・喫煙者ゼロ宣言最終宣言ウェブサイトの開設と運営
・禁煙ポスター貼付
・社長＆CHOレター送付
・卒煙成功・体験談・応援メッセージの依頼作成と社内誌への掲載
・本社内禁煙立て札設置や本社ビジター用ステッカーの企画・作成
・禁煙イベントの企画・開催（本社1階のロビーで肺年齢測定会等）
・禁煙サポート窓口の設置
・喫煙率の集計とアンケートの実施
・喫煙に対する懲戒処分ガイドライン発行＋改定
・協会けんぽとのコラボ（研修講師の依頼）
・禁煙サポートバンドの配布（全社員）



５禁煙施策〜アンケートでは４９％が禁煙したいと希望
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営業所 回答数 未回答 喫煙 禁煙 禁煙予定 禁煙希望 禁煙意志なし 禁煙希望者 率 ガム・費用補助 カウンセリング 自力 詳しい 少し 知らない とても多少 気にならない

A 166 8 80 86 9 33 38 42 53% 20 6 1 39 127 3 18 63 88

B 302 85 124 178 12 47 65 59 48% 33 3 7 78 209 12 40 95 163

C 414 27 190 224 20 84 86 104 55% 56 9 13 95 295 16 71 148 181

D 260 228 94 166 4 34 56 38 40% 19 4 6 56 200 8 35 97 127

総計 1142 348 488 654 45 198 245 243 49% 128 22 27 268 831 39 164 403 559

受動喫煙知識（全員） 受動喫煙が気になるか（全員）回答者状況 喫煙状況 喫煙者の禁煙希望者状況 喫煙者の禁煙希望者 禁煙の方法（喫煙者488名のみ）



５禁煙施策〜禁煙成功者コメント社内誌掲載
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５禁煙施策〜喫煙＆高血圧PTの社内研修（講師：協会けんぽ様）
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“禁煙は失敗しても大丈夫
いつか止められたら～とチャレンジすることが大切”

ということを教えていただきました。

喫煙者を悪者として対立するのではなく、
タバコを止められない人に寄り添う姿勢
で禁煙対策を頑張ります。



ご清聴ありがとうございました
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